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ジャパンサーチの概要と検索の実際

国立国会図書館 電子情報部 電子情報企画課



 さまざまな分野のデジタルアーカイブと連携し、
我が国が保有する多様なコンテンツのメタデータ*

をまとめて検索できる国の分野横断統合ポータル

 政府の「知的財産推進計画」等に掲げられている
国の取組

運用主体:デジタルアーカイブジャパン推進委員会・
実務者検討委員会

（事務局:内閣府知的財産戦略推進事務局）
システムの運用担当:国立国会図書館

 2019年2月に試験版を公開
2020年夏までの正式版公開に向けて、
フィードバックを受付中

＊メタデータとは:
コンテンツの内容や所在等について記述したデータ。図書館の
書誌データ、博物館・美術館の収蔵品の目録データなど。

https://jpsearch.go.jp/

1. コンテンツの所在等の明確化
2. 連携機関へのアクセス促進
3. データの利活用の促進
4. 連携機関への支援
5. 新規ビジネス・サービスの創出等

目指す効果

はじめに:ジャパンサーチとは
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連携方針

（出典）「第二次中間取りまとめ」（実務者検討委員会，平成31年4月）p. 33 
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/torimatome2.pdf

 分野・地域の「つなぎ役」を通じた連携を原則とする
 ただし、「つなぎ役」が明確でない分野・地域では、

以下の条件に当てはまるアーカイブ機関との直接連携
を検討
 国の機関であり、当該分野におけるコンテンツ

を幅広く カバーしているアーカイブ機関
 公益に資する目的のため、当該分野におけるコ

ンテンツ を幅広くカバーしているアーカイブ機関
 唯一性・独自性の高いコンテンツ群を塊として

扱う分野・地域を代表するアーカイブ機関
 その他（実務者検討委員会において適当と認め

られる アーカイブ機関）
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ジャパンサーチ構築に向けて:役割の整理
メタデータの流れ
デジタルコンテンツの流れ

日本文化発信⇒インバウンド効果観光用VR⇒地域創生へ 研究活動の活性化

多様な分野の
メタデータは
ジャパンサーチ

書籍等分野は
国立国会図書
館サーチ

【活用者層】国民（地域住民、ビジネスマン、学生、研究者等）、日本に興味のある外国人

新規ビジネス・サービスの創出 教育の教材利用 災害時の復興（防災対策）

ジャパンサーチ

・我が国保有コンテンツの
メタデータ集約/API提供

・全体標準化
・利活用の促進

【関係府省等】
・内閣府の会議体を通じた協力
・ガイドラインの普及
・デジタルアーカイブ推進のため
の法的整備

・人材育成のための施策
・アーカイブ活用促進策 等

・（分野ごとの）メタデータ集約・API提供
・（分野ごとの）ポータル提供
・メタデータ等の標準化
・⾧期アクセス保証

書籍等
分野

放送番
組分野

メディ
ア芸術
分野

地域
アーカ
イブ

文化財
分野

・メタデータの整備
・デジタル化（コンテンツ拡充）
・ウェブでの公開

【各アーカイブ機関】

【国の分野横断統合ポータル】

恒久的保存のための基盤整備

図書館、官公庁、企業、博物館・美術館、文書館、文化施設、地方公共団体等

【分野・地域コミュニティのつなぎ役】

利活用促進のための基盤整備

新しい知
の創造

経済的価
値の創出
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連携状況（2020年2月14日現在）

16連携機関 64データベース メタデータ約1,970万件
分野 連携機関 データベース名

書籍等 国立国会図書館 「国立国会図書館サーチ」から、3件のデータベース
公文書 国立公文書館 「国立公文書館デジタルアーカイブ」

文化財
文化庁 「文化遺産オンライン」から、国指定文化財等データベース
国立文化財機構 「ColBase 国立博物館所蔵品統合検索システム」

美術
国立美術館

「国立美術館所蔵作品総合目録検索システム」
「アートコモンズ」

日本写真保存センター 「写真原板データベース」
メディア芸術 映像産業振興機構 「Japan Content Catalog」から、2件のデータベース
舞台芸術 早稲田大学坪内博士記念演劇博物館 「演劇情報総合データベース」から、2件のデータベース

自然史・理工学 国立科学博物館
「サイエンスミュージアムネット S-Net」
「魚類写真資料データベース」

人文学
人間文化研究機構 「人間文化研究機構統合検索システム nihuINT」から、42件のデータベース
立命館大学アート・リサーチセンター 「ARC浮世絵ポータルデータベース」「ARC古典籍ポータルデータベース」
公益財団法人 渋沢栄一記念財団 「デジタル版「実験論語処世談」/渋沢栄一」

学術資産 東京大学 「東京大学学術資産等アーカイブズポータル」

放送番組
放送番組センター 「放送ライブラリー公開番組データベース（ドラマ）」
日本放送協会 「動画で見るニッポンみちしる」

公共データ 総務省・内閣官房IT総合戦略室 「データカタログサイト」
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国立国会図書館サーチ経由での連携状況（2020年2月13日現在）

データ提供機関 データベース名

国立国会図書館
全国書誌
国立国会図書館デジタルコレクション

TRC（ADEAC） デジタルアーカイブシステムADEAC
青森県立図書館 青森県立図書館デジタルアーカイブ
千葉県立中央図書館 千葉県デジタルアーカイブ
奈良県立図書情報館 まほろばデジタルライブラリー
慶應義塾大学メディアセンター 慶應義塾大学メディアセンターデジタルコレクション
岩手県立図書館 イーハトーブ岩手電子図書館
宮城県図書館 叡智の杜Web
札幌市中央図書館 札幌市中央図書館デジタルライブラリー

連携に当たっての技術的な要件・手続等は、
国立国会図書館サーチの「連携を希望される機関の方へ」を参照
http://iss.ndl.go.jp/information/renkei/

9連携機関 10データベース メタデータ約868万件
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ジャパンサーチ試験版の機能
分野の特性を活かした検索機能

 様々なテーマ*に関する「ギャラリー」を提供

利活用促進の基盤となる利活用機能

クリックするだけで楽しめる
多様なコンテンツの紹介

楽しむ

活かす

探す

横断検索
テーマ別検索

 ジャパンサーチが集約したメタデータをAPI（外部提供インタフェース）で提供
 お気に入りのメタデータ・検索結果・ギャラリーをマイノートに登録可能
 マイノートを外部のWebサイトに貼付できるウェブパーツ機能

画像検索

（*テーマ例:⾧崎、富士山、刀剣、和食、北斎、伊能忠敬 etc.）

マイノート画面
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連携機関

横断検索
• 共通項目による横断的な検索、絞込みも可能

（でも全てを拾いきれない?その場合は

テーマ別検索
• 各分野の特性を生かして、連携機関の元の項

目を最大限に活用した検索が可能
• 「ギャラリー」にも活用

システム連携（ファイル連携 or OAI-PMH）or 管理画面上でのアップロード

• 連携機関の生データをそのまま保持

• 分野横断的な共通項目を予めマッピング

マッピング自動機能
（メタデータアナライザー） 手動補正

• ユーザ自ら、特定のDB・項目間のマッピン
グをカスタマイズ

• 検索式の共有
• テーマ別検索を共有するためのページも用意

個別に検索式を作成する機能
（UIを別途用意）

• 検索結果の詳細表示画面では、連携元の生データの情報もそのまま表示

NDLサーチ
と同じ方式

NDLサーチと
異なるところ

NDLサーチと
異なるところ

“国の分野横断統合ポータルサイト”「検索機能」
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共通項目とマッピングについて

ジャパンサーチでのマッピングの前提
• 連携先追加の容易性を確保するため、マッピングのコストを最小限にする。

タイトル

作成者

作成年

その他

従来の方式

• マッピングした共通項目を連携機関の生データに追加して保持する。
• マッピングはメタデータアナライザーで自動推定を行う。

書名

著者

出版年

出版社

分類

タイトル

作成者

ジャパンサーチの方式

書名

著者

出版年

出版社

分類

共通項目

※個別項目に共通項目を追加した形でデータをもつ

書名

著者

出版年

出版社

分類

※全ての項目をマッピング

作品名

作者

時代

材質・技法

指定区分

作品名

作者

時代

材質・技法

指定区分

個別項目

タイトル

作成者

作品名

作者

時代

材質・技法

指定区分
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「ギャラリー」と「マイノート」
• ギャラリー

検索機能を利用しない場合でも見て楽しめるページ
• エディタで作成可能（現在は連携機関のみ）
• 画像はIIIFに変換して掲載
• SNSで簡便に拡散可能な仕組みも用意

テキスト、画像、
検索結果、検索
画面等を組み合

わせて表示

マイノートの例
ギャラリー「⾧崎」
https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-j6b49EaX1nFwB9

楽しむ

• マイノート
お気に入りのメタデータ/ギャラリー/検索結果を登録

• ブラウザのキャッシュで保存
• 注記の追加、データのエクスポート等が可能
• 誰でも利用可能（ユーザ登録不要）

ハートのアイコン
をクリック
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マイノート機能を使ったキュレーション体験イベント
「ジャパンサーチ×エディタソンー新しいキュレーションを模索する」

キュレーション作業の様子 成果物の発表・講師講評

• 2019年11月30日（土）13:00～17:00 国立国会図書館東京本館で開催

• 講師2名から講義：キュレーションの手法、デジタルデータを用いたキュレーションの可能性等について
参加者は、5チームに分かれ、マイノート機能を用いて約2時間のキュレーション作業を体験

• 参加者：16名（会社員、学生、研究者、図書館職員等）

• アンケート結果：

• 満足度：100%（「満足」「どちらかと言えば満足」の合計）

• 主な意見：
・「マイノート機能は自分の興味関心をまとめられるよいツールだと感じた。」
・「ジャパンサーチで利用可能なサムネイル画像をもっと増やしてほしい。」
・「次回もジャパンサーチ×エディタソンの開催を期待する。」
・「ギャラリーを使ったコンテストを開催すると面白い。」

https://lab.ndl.go.jp/cms/

参加者作品一覧

干支の動物たち（1班）
日本の初期の物理学（2班）
物理学…物理？（2班）
ラクガキ素材～自然科学編（2班）
地図から消えた因島市～「尾道市因島」への軌跡～（3班）
教育双六（3班）
旅するイメージ「下る男と上る男」（3班）
箱根駅伝（4班）
描かれた妖怪たち（5班）
書跡の題字と肖像（講師 田良島哲氏）
GORAKU～♪（講師 大井将生氏）
9ga tukutoki （講師 大井将生氏） 11



https://jpsearch.go.jp/curation/ndl-6M2QogqA47Q

エディタソン参加者の作品「干支の動物たち」
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 デジタルコンテンツの二次利用条件表示
• 登録データベース単位で設定

① 自由記述（外部サイトへのリンク可）
② 15種類の“権利区分”から1つ選択※（検索結果の絞込み用）

※コンテンツ単位で二次利用条件が異なる場合は、コンテンツ単位でも設定可能

→ データベース紹介ページ、検索結果詳細ページで表示

ジャパンサーチにおける二次利用条件表示

データベース紹介ページの例（ARC浮世絵ポータルデータベース） 検索結果詳細ページの例

「第二次中間取りまとめ」（実務者検討委員会、平成31年4月25日）pp.45-67参照 https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digitalarchive_suisiniinkai/jitumusya/2018/torimatome2.pdf

実務者検討委員会
「デジタルアーカイブ
における望ましい二次
利用条件表示の在り方
について(2019年版)」
に基づき設定

 メタデータ・サムネイル画像の二次利用条件表示
• 登録データベース単位で設定

• 自由記述（外部サイトへのリンク可）

→ データベース紹介ページで表示

デジタルコンテンツの権利区分と、
用途別の利用条件がひと目でわかる
早見表を表示（設定した権利区分と連
動して自動で埋込み）

デジタルコンテン
ツの二次利用条件
（自由記述）も併
せて表示 13



デジタルコンテンツの権利区分と早見表対応表参考

教育利用 非商用利用 商用利用
CC0 ○ ○ ○
PDM（パブリックドメインマーク） ○ ○ ○
CC BY（表示） ○ ○ ○
CC BY-SA（表示-継承） ○ ○ ○
CC BY-ND（表示-改変禁止） △ △ △
CC BY-NC（表示-非営利） ○ ○ ×
CC BY-NC-SA（表示-非営利-継承） ○ ○ ×
CC BY-NC-ND（表示-非営利-改変禁止） △ △ ×
著作権あり × × ×
著作権あり－教育目的の利用可 ○ △ ×
著作権なしー契約による制限あり △ △ △
著作権なし－他の法的制限あり △ △ △
著作権未評価 × × ×
著作権未決定－裁定制度利用著作物 × × ×
その他 ー ー ー

Rights
Statem

ents

そ
の
他

PDツ
ー
ル

○＝利用可、△＝条件付き利用可、×無断利用不可（要許諾）

早見表の例

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
コ
モ
ン
ズ

ラ
イ
セ
ン
ス

【参照】
「デジタルアーカイブにおける望ましい二
次利用条件表示の在り方について（2019
年半）」（『第二次中間取りまとめ』補足
資料）
https://www.kantei.go.jp/jp/singi/titeki2/digital
archive_suisiniinkai/jitumusya/2018/nijiriyou20
19.pdf

14



JPS利活用スキーマとAPI
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ソースデータ

共通情報

ジャパンサーチにおけるデータ変遷（イメージ）

名称:刀
サイズ:68.1弱
和暦:⾧禄2

分野:工芸
作者名:⾧光
所蔵:X博物館

ソースデータ
名称:刀
サイズ:68.1弱
和暦:⾧禄2

分野:工芸
作者名:⾧光
所蔵:X博物館
データベース:Y DB

タイプ:文化財
DB単位
の情報

共通項目ラベルの付与

名称/タイトル

提供者

時間/時代

人物/団体

ラベル:刀剣
（https://id.ndl.
go.jp/auth/ndlsh/00573180）

コンテンツ記述:68.1
弱
時間:1459

主題:工芸
作者:⾧光
提供者:X博物館
アグリゲーター:Y DB

タイプ:文化財

詳細モデル化

登録・共通項
目ラベル付与

共通項目ラベル名

マッピング

• 一部項目を抽出・コピー
/変換（正規化）

• 値はできるだけURI化
• ソースデータも保持

• 共通項目ラベルは自動で付与後、
連携機関で確認・修正が可能

• 最小限度の項目のみ実施

名称:刀
サイズ:68.1弱
和暦:⾧禄2

分野:工芸
作者名:⾧光
所蔵:X博物館

検索機能 「利活用フォーマット」
で出力

魅力的表示 検索機能の
精緻・高度化

（オリジナル）
ソースデータ

連携機関 ジャパンサーチ

参考
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「JPS利活用スキーマ」の概要

 ジャパンサーチに登録された多種多様なコンテンツのメタデータを共通の形式に変換して提供する
ことにより、より精緻な検索を可能にすること。また、分野横断的な利活用（付加価値をもたらす
二次利用）を促進すること。

※検討に当たっては、Europeana 等の海外事例も踏まえつつ、シンプルで使いやすいものであると同時に必要十分な
情報を提供するためにはどのようなモデルがよいかといった視点に留意した

 提供元からのソースデータを来歴情報明記の上でそのまま保持
 ソースデータのうち、利用者の4つのタスク（発見・識別・選択・取得）に特に有益な項目を共通の

形式に変換した共通情報を新たに生成し保持

 必要十分な情報を、平易な構造で、汎用性のある形式でファイル出力
 詳細画面で共通情報とソースデータの両方を表示

目的

データモデル

提供

詳細は「利活用スキーマ概説」を参照 https://jpsearch.go.jp/api/introduction/
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基本項目 内容

タイプ コンテンツの基本区分（書籍、文化財など大き
く情報を区分する枠）

名称 タイトル、別名、読みなど検索対象とする名前

寄与（者）関係 コンテンツに寄与した人／組織（作者、発行者、
出演者など）

場所関係 場所に関する情報（発行地、制作地など）

時間関係 時間に関する情報（制作年、対象時期など）

主題・区分 主題・分類／各分野のキーワード的共通認識の
ある区分（国宝、ドキュメンタリーなど）

識別子 コンテンツを特定するための識別子（ISBNな
ど）

言語 コンテンツの記述言語

サムネイル画像 コンテンツの特徴を確認するための画像（提供
元とは別にサムネイルを保持する場合）

記述 コンテンツの物理的特徴・素材等の記述、個別
項目に収録できない情報

上位コンテンツ 当該コンテンツがその一部である上位コンテン
ツ（公文書などの資料階層）

基本項目 内容

提供情報 コンテンツにアクセスするための情報。下記サブ
項目からなる

提供者 コンテンツ（に関する情報）の提供者を識別する
URI。保管者が別であればURIも。

リンク コンテンツの紹介ページやアクセス情報が記載さ
れたページのURL

オブジェクト コンテンツのデジタル画像や音声・動画のURI

権利情報 コンテンツの利用に関するライセンス及び権利に
関する情報（ライセンスのURIなど）

個別識別子 提供者・所有者が管理するアイテムとしての識別
子（請求記号など）

ソース情報
ソースデータ（ジャパンサーチが連携フォーマッ
トで受け取ったデータ）とその提供者に関する情
報。

提供者 ソースデータの提供者（つなぎ役）
データ プラットフォームが保持・提供するソースデータ

リンク つなぎ役におけるソースデータの掲載ページの
URL

更新日 収集元データの更新日又はつなぎ役による収集日

JPS利活用スキーマ 共通情報の基本項目
「いつ」、「どこで」、「だれが」、「何を」を基本に項目設定。

参考
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APIの提供
• 共通項目のデータの他に、連携機関から収集したそのままの形のメタデータもAPIで提供
• メタデータアナライザの結果（項目特性に関する情報）もAPIで提供
• 検索API以外に、活用者がメタデータの大量取得を可能とするAPIも用意

（例）ColBaseより「花鳥」（東京国立博物館所蔵） https://jpsearch.go.jp/item/cobas-37911

19



APIの活用例

SPARQL query（例）
PREFIX dc: <http://purl.org/dc/elements/1.1/>
PREFIX edm: <http://www.europeana.eu/schemas/edm/>
PREFIX ore: <http://www.openarchives.org/ore/terms/>
SELECT ?uri ?label ?image WHERE{

BIND(chname:葛飾北斎 as ?cname)
{

?cname schema:name ?ename. 
FILTER(lang(?ename)="en")

BIND(replace(?ename, ", ", " ") 
as ?name)

?loduri owl:sameAs ?cname ; 
rdfs:isDefinedBy <http://dbpedia.org/>.

SERVICE SILENT 
<http://sparql.europeana.eu/> {

{?uri dc:creator ?name .} 
UNION 

{?proxy 
dc:creator ?loduri ; ore:proxyFor ?cho . 
?uri ore:proxyFor ?cho ; edm:europeanaProxy "false". }

?uri dc:title ?label
OPTIONAL{?uri

ore:proxyIn [edm:isShownBy ?image ]}
}

} UNION {
?uri rdfs:label ?label;

schema:creator/owl:sameAs? ?cname .
OPTIONAL{?uri

schema:image ?image}
}

}

• Europeanaとジャパンサーチをキーワード「葛飾北斎」で横断検索

神崎正英「外部エンドポイントとの統合クエリ」〈https://www.kanzaki.com/works/ld/jpsearch/fedquery〉
20



JPS利活用スキーマの詳細については…
 ジャパンサーチ「開発者向け情報」https://jpsearch.go.jp/api
 神崎正英氏ウェブページ

The Web KANZAKI「ジャパンサーチ非公式サポートページ for 利活用スキーマ」
https://www.kanzaki.com/works/ld/jpsearch/

21



https://jpsearch.go.jp/

ジャパンサーチ試験版 デモ

ぜひ、ご一緒に
お手元のスマホで

ご覧ください
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ジャパンサーチのメタデータ連携の仕組み

23



実際の連携手順

1. 連携を希望される場合は、「お問合せフォーム」からご連絡ください。
2. 上述の連携方針に照らして、実務者検討委員会において連携の可否を決定します。
3. 実務者検討委員会で承認後、国立国会図書館とデータの取扱いに係る文書の取り交

わしを行います。
4. 国立国会図書館にサンプルデータを送付いただきます（メタデータの登録作業前に、

システム上、データ登録に支障がないかを確認します）。
5. 国立国会図書館から、組織登録・メタデータ登録の具体的な手順をご案内しますの

で、それに沿って登録作業を進めていただきます。（詳細はデータの登録方法をご
参照ください。）

6. メタデータの登録作業完了後、ジャパンサーチ上で貴機関のデータが公開され、検
索可能となります。また、「ギャラリー」「テーマ別検索」の作成も可能となりま
す。

ジャパンサーチ「連携をご希望の機関の方へ」より https://jpsearch.go.jp/cooperation 24



ジャパンサーチ（試験版）の連携方法

詳細は「連携をご希望の機関の方へ」を参照 https://jpsearch.go.jp/cooperation

連携機関の作業負担を軽減しつつ、多種多様なメタデータの利活用を可能にするための
共通メタデータフォーマット（連携フォーマット/利活用フォーマット）を策定。

連携フォーマット

検索結果
（連携機関のメタデータ項目でも

検索が可能）

分野を横断する共通するメタ
データ項目を、活用しやすい

フォーマット「ジャパンサーチ
利活用スキーマ」で出力

魅力的表示例
ギャラリーなど

利
用
者
・
活
用
者

メタデータ項目:連携機関が使って
いる項目そのままでOK

ファイル形式:
TSV/CSV、XLSX（エクセル）、

JSON、XML

連携方式:
①管理画面でファイルのアップ

ロード
②ファイルをWebに掲載

（週次/月次の設定も可能）
③OAI-PMH（大量かつ高頻度の場合）

ジャパンサーチ（試験版）

（詳細モデル化）利活用のための分野
を横断する共通メタデータモデルに変
換

（共通項目ラベルの付与）
もらったメタデータ項目に「共通項目
ラベル」を付与
※タイトル、年代、作者、提供者、URL等
の分野横断で共通となりうる項目のみ

（データ登録）もらったメタデータ
項目をそのまま取り込み

共通項目ラベルの確認・修正

利活用のため
のメタデータ

連携のための
メタデータ

つ
な
ぎ
役
・
ア
ー
カ
イ
ブ
機
関

利活用フォーマット

 メタデータは原則CC0 ※国際的流通を意識（Europeanaと同レベル）
※著作物性のあるもののみCC BYでも可。民間機関のメタデータなど原則に対応できない場合はデータベースごとに利用条件が分かるよう設定可能
※活用者には、CC0であっても出典等の情報を明記するよう、サイトポリシーでお願い

メタデータの登録

25



データ提供機関側の作業 ジャパンサーチ側の作業

・提供されたメタデータをそのまま登録
・メタデータアナライザーでデータ解析
・共通項目ラベル候補を提示

利活用フォーマットへの変換（マッピング）

個人用アカウント、組織用アカウントの作成

管理画面及び作業マニュアルをメールで案内

組織情報の登録

メタデータ登録

ラベル定義
・共通項目ラベル候補の確認・修正
・個別項目ラベル定義（メタデータの各項目の
名称、データ種別等の確認）

テスト環境で確認、必要に応じて修正

管理画面＊1で行う作業※所要30分程度*2

公開

組織登録

アカウント作成

データベース作成

メタデータ登録

テスト公開

一般公開

組織の管理者の承認

メタデータ連携の流れ

＊1 管理画面とは、ジャパンサーチのデータ提供機関向けに提供し
ている作業画面です。

＊2 ジャパンサーチの登録に適したフォーマットのメタデータがあれば、
初めてデータ登録を行う場合の所要時間は約30分程度です。
一旦データ登録及び公開が完了すれば、データを差し替えるだけ
で更新可能です。（ラベル定義に変更がない場合）

30
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データベースの基本情報の入力
必須 ID データベースのID

各機関で付与。ジャパン
サーチ上のデータベース
紹介ページのURLに使用

必須 データベース名（日/英/カナ） データベースの名称（日本語/英語/全角カナ）

データベースの説明（日/英） データベースの説明（日本語/英語） 100字以上は折り畳み表
示

必須 カテゴリ データベースが扱うコンテンツの種別。選択式 データベース当たり一つ
が推奨だが、複数選択可

サブカテゴリ データベースが扱うコンテンツの種別。選択式のカテゴリ
を補うための情報。自由記入 複数選択可

メタデータの権利表示
メタデータの権利情報/二次利用条件について、例外の場合
のみ記載。原則はCC0（著作性のある項目のみCC BYでも
可だが、その場合も項目名とCC BYの記載が必要。）

自由記入。クリエイティ
ブ・コモンズライセンス、
政府標準利用規約等。権
利情報について記述され
ている外部資源へのリン
ク（URL）でも可

サムネイル画像の権利表示 対象のサムネイル画像がある場合のその権利情報/二次利用
条件

コンテンツの権利表示 対象のデジタルコンテンツがある場合の権利情報/二次利用
条件。

コンテンツの権利区分
対象のデジタルコンテンツの二次利用条件で、検索・絞込
み用に15種類からの選択式となっている。アイテムにより
権利区分が異なる場合は（メタデータの）共通項目で定義
することが可能。

コンテンツ公開状況
デジタルコンテンツのアクセス範囲を選択式（「ウェブ公
開」「限定公開」「デジタルコンテンツなし」）で設定。
アイテムにより公開状況が異なる場合は（メタデータの）
共通項目で定義することが可能。

コンテンツ種別 コンテンツの内容にあてはまるものを1つ選択
画像/動画/文書/表形式/
音声/3D/コンテンツに
よって異なる から選択

データベースのURL データベースのURL

提供機関（データベースの管理
者） データベースの管理者（オーナー）が自動で入る。

代表画像 データベースの代表画像

参考

27



 登録方法
ファイルのアップロード 管理画面から、手動でファイルをアップロードす

る方法
ファイルを
Webに掲載

ファイル取得 Web上にファイルを掲載し、管理画面でそのURL
を指定すると、ジャパンサーチ側がファイルを取
得しに行く方法

ファイル定期
取得

上記のファイル取得を、指定した頻度（日次・週
次・月次）で自動実行し、データを自動更新する
方法

 対応ファイル形式

※OAI-PMHは、大量かつ高頻度の場合に想定

TSV・CSV 文字コードはUTF-8。同じデータ項目であれば複数ファイルも可。
XLSX 複数シート・結合セルには対応できない。XLS非対応。
JSON 1行1レコードのJSON Lines形式を推奨。他の構造にも対応予定。
XML 1行1レコード形式を推奨。他の構造にも対応予定。

メタデータ項目は自由だが、最低限の必須項目（ID、タイトル）がある
（⇒詳細は「共通項目ラベル」参照）

 メタデータ項目

メタデータの登録参考

28



 個別項目ラベルの定義
（オリジナル）ソースデータの項目の名称、データ形式等の定義の確認を行う。必要に応

じて項目の説明の追加が可能。
 共通項目ラベルを付与する項目

ラベルの定義

必須
ID オリジナルデータ内での一意のID（管理番号）

名称/タイトル レコードの名称。検索結果表示に使われる

あれば必須

名称/タイトル英語 レコードの英語名称又はローマ字

名称/タイトルヨミ レコードの名称の読み（カタカナ・平仮名問わない）

最終更新日 データの最終更新日（日付型）

URL レコードのリンク先のURL（つなぎ役のメタデータ表示先）

サムネイル画像URL サムネイル画像のURL（幅640～1280pixel）

IIIFマニフェストURL IIIFマニフェストのURL

所蔵機関 オリジナルのコンテンツの所蔵機関

コンテンツの権利区分 データベース定義の情報と異なる場合のみ。選択式

コンテンツ公開状況 データベース定義の情報と異なる場合のみ。選択式

任意

人物/団体 作者、発行者、出演者など（複数可）

時間/時代 制作年、対象時期など（複数可）

場所 発行地、制作地など（複数可）

座標（緯度・経度） 座標

所蔵機関URL オリジナルのコンテンツの所蔵機関のURL

解説 オリジナルのコンテンツに関する解説

デジタルコンテンツURL デジタルコンテンツの公開URL

デジタルコンテンツ種別 データベース定義の情報と異なる場合のみ。選択式

参考
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Relational Databaseとelasticsearch

Relational Database（RDB）

ID タイトル 分類 その他
1 X Y Z
2 A B,C
3 P Q

elasticsearch

• 列（テーブル）を定義して、1行1
データで値を入れていく。

• 1対多対応の構造がある場合には、
テーブルを分ける必要がある場合
も。

• データ構造を決めないと、システ
ムが作れない。

ID:1
{
title:X, 
category:[Y],
extent:Z

}

ID:2
{
title:A, 
category:[B,C]

}

ID:3
{
title:P, 
extent:Q

}

• Elasticsearchはdocument store型のデー
タベースエンジンで、任意の構造の
JSONを保存し、ID指定で取得すること
ができる。

• 事前に構造を決めなくても良い
• 検索のためには、検索用の転置イン

デックスが生成される。

参考

川島隆徳「ジャパンサーチ（試験版）のドメイン設計思想」
（2019年10月20日日本図書館情報学会 第67回（2019年度）研究大会 シンポジウム）http://jslis.jp/wp-content/uploads/2019/10/JSLIS_20191020_Symposium_slide_2.pdfl 30



検索テスト画面

検索テストの時点では関係者のみ確認で
きます。

⇒必要に応じて修正後、一般公開へ

検索テスト

31
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連携に向けて、アーカイブ機関側で必要な整備

1. メタデータの整備
「名称/タイトル」「ID」のみ必須ですが、次の点にもご留意ください。
• ジャパンサーチからとぶリンク先ページの「固定URL」
• 「サムネイル画像URL」
• （可能なら）名称/タイトルのローマ字（英語）

2. 二次利用条件の設定
メタデータ、サムネイル、デジタルコンテンツの利用条件及び公開についてご検討ください。
• ジャパンサーチでは、メタデータは「原則CC0」

• サムネイルはCC0/CC BY相当に
• デジタルコンテンツのウェブ公開を増やし、可能ならCC BY相当に
各機関のご判断により、ウェブ公開有無や利用条件の設定ができますが、可能な範囲で、オープンな利活用にご協力を
お願いします。

※国際的流通を意識（Europeanaと同レベル）
※著作物性のあるもののみCC BYでも可。民間機関のメタデータなど原則に対応できない場合はデータベースごとに利用条件
が分かるよう設定可能
※活用者には、CC0であっても出典等の情報を明記するよう、サイトポリシーでお願い

（参考）自機関のデジタルアーカイブの状態を点検される場合は、「デジタルアーカイブアセスメントツール」
（「第二次中間取りまとめ」（実務者検討委員会 平成31年4月）をご利用下さい。
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ご清聴ありがとうございました

#ジャパンサーチ
で検索!ジャパンサーチ試験版（公式）

＠jpsearch_go

フィードバックをお持ちしています
https://jpsearch.go.jp/contact
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